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No.1-1井戸における電気伝導度の上昇について
◇土壌EC調査 調査地点（H30.3.13）

調査地点処分場側処分場側
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凡例◇土壌EC調査 調査結果（H30.3.13）

No.1-1井戸における電気伝導度の上昇について

処分場側処分場側

土壌ECは全体的に低く、
この近辺での汚染は
確認されなかった。

土壌ECは全体的に低く、
この近辺での汚染は
確認されなかった。

冷却塔裏の法面にぬかるみあり。冷却塔裏の法面にぬかるみあり。

Ks3層(想定)
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④冷却塔裏法面
pH 6.8  120 mS/m

6

②No.1-1周辺の土
pH 4.3    2.6 mS/m

⑤冷却塔裏側溝
pH 7.1   130 mS/m

⑦No.1-1手前側溝
pH 7.0    8.2 mS/m
⑦No.1-1手前側溝
pH 7.0    8.2 mS/m

③No.1-1周辺の枯葉
pH 5.8    1.4 mS/m

⑧調整池手前側溝
pH 6.9    45 mS/m
⑧調整池手前側溝
pH 6.9    45 mS/m

No.1-1井戸における電気伝導度の上昇について
◇ヘキサダイヤグラム（H30.3.13）

⑥中庭の池
pH 7.7   9.1 mS/m
⑥中庭の池

pH 7.7   9.1 mS/m

Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3
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Na+K Cl

Ca HCO3

Mg SO4+NO3

20 5 0 5 10 2010 1515
凡例凡例

ECやや高いECやや高い ECやや高いECやや高い

①No.1-1(H29.6.26)
pH 6.2  62 mS/m  
①No.1-1(H29.6.26)
pH 6.2  62 mS/m  

⑨調整池放流口
pH 7.1  10 mS/m
⑨調整池放流口

pH 7.1  10 mS/m

(参考) E-2(浸透水) 
(H23.8.2)
pH 7.0  198 mS/m  

(参考) E-2(浸透水) 
(H23.8.2)
pH 7.0  198 mS/m  

浸透水のヘキサダイヤ
グラムと形状が異なる。
浸透水のヘキサダイヤ
グラムと形状が異なる。

②、③、⑥、⑦、⑨は①と形状
が異なるため、これが地下へ浸
透してNo.1-1のEC上昇を招い
たとは考えられない。

②、③、⑥、⑦、⑨は①と形状
が異なるため、これが地下へ浸
透してNo.1-1のEC上昇を招い
たとは考えられない。

No.1-1井戸における電気伝導度の上昇について
◇ ヘキサダイヤグラム◇陰イオンの組成（H30.3.13）

⑨調整池放流口
pH 7.1  10 mS/m
⑨調整池放流口

pH 7.1  10 mS/m

②No.1-1周辺の土
pH 4.3    2.6 mS/m

⑤冷却塔裏側溝
pH 7.1   130 mS/m

③No.1-1周辺の枯葉
pH 5.8    1.4 mS/m

⑦No.1-1手前側溝
pH 7.0    8.2 mS/m
⑦No.1-1手前側溝
pH 7.0    8.2 mS/m

⑧調整池手前側溝
pH 6.9    45 mS/m
⑧調整池手前側溝
pH 6.9    45 mS/m

⑥中庭の池
pH 7.7   9.1 mS/m
⑥中庭の池

pH 7.7   9.1 mS/m

④冷却塔裏法面
pH 6.8  120 mS/m

①No.1-1および⑧はヘキサダ
イアグラムの形状が似ている、
また①と④、⑤は陰イオンの組
成が似ているため、共通の原
因から影響を受けていると考え
られる。

①No.1-1および⑧はヘキサダ
イアグラムの形状が似ている、
また①と④、⑤は陰イオンの組
成が似ているため、共通の原
因から影響を受けていると考え
られる。

①No.1-1(H29.6.26)
pH 6.2  62 mS/m  
①No.1-1(H29.6.26)
pH 6.2  62 mS/m  

注）縦軸 E-2 0-1000 mg/L
他 0-500 mg/L

注）縦軸 E-2 0-1000 mg/L
他 0-500 mg/L

浸透水と組成が異なる。浸透水と組成が異なる。

(参考) E-2(浸透水) 
(H23.8.2)
pH 7.0  198 mS/m  

(参考) E-2(浸透水) 
(H23.8.2)
pH 7.0  198 mS/m  
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